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本市の空き家に関する現状等について 

 

１．令和元年度茅ヶ崎市空き家実態調査の結果について 

（１）【前回調査との比較】空き家と想定する物件数 

平成２７年度茅ヶ崎市空き家実態調査では、市内住居用戸建て（一戸建て）棟数 

（５５，５１８件）のうち、空き家と想定する物件は２．４％（１，３５８件）でした

（図表１）。 

令和元年度茅ヶ崎市空き家実態調査では、市内一戸建て棟数（５７，５９６件）のう

ち、空き家と想定する物件は２．７％（１，５７５件）で、平成２７年度と比べて、空き

家と想定する物件は微増となっています（図表２）。 

 

（図表１）平成２７年度茅ヶ崎市空き家実態調査概要図 

 

 

（図表２）令和元年度茅ヶ崎市空き家実態調査概要図 
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（２）【現地調査の結果】外観不良 

現地調査を行った空き家（１，５７５件）のうち、「特に目立った外観不良なし」が 

６４．５％となり、「明らかに現在のままでの建物利活用は不可能」は５．４％となりま

した。 

 なお、外観不良に１項目でもあてはまるものは、全体の３３．４％であり、そのうち、

「屋根の一部に破損」がある空き家が２１．９％と最も多い結果となりました（図表

３）。 

（図表３）外観不良にあてはまる空き家の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和元年度茅ヶ崎市空き家実態調査等業務 空き家実態調査報告書 

 

※「外観不良」にあてはまる個別項目の件数は、複数回答があったものを含みます。 
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（３）【所有者アンケート】回答数 

所有者へのアンケート発送数１,５５７通のうち、宛先不明により所有者等再調査により

再度宛先不明となったものが２６通ありました。令和２年(２０２０)年２月７日までに返

送された回答数は５５７通であり、その結果、宛先不明を除くと、回答率は３６．４％と

なります（図表４）。 

なお、回答数の５５７通は、次ページの所有者アンケートの集計母数となります。 

（図表４）アンケート回答数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和元年度茅ヶ崎市空き家実態調査等業務 空き家実態調査報告書 

 

（４）【所有者アンケート】建築時期（完成時期） 

新耐震設計基準が採用された建築基準法施行令改正（昭和５６年、現在から４０年以

上）より前に建築された建物が全体の７０.５％を占めています（図表５）。 

（図表５）建築時期（完成時期） 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和元年度茅ヶ崎市空き家実態調査等業務 空き家実態調査報告書 
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２．平成３０年住宅・土地統計調査の空き家に関する結果について 

（１）茅ヶ崎市の住宅総数と世帯数の推移 

平成３０年時点で、本市の住宅総数は１０９，５５０戸、世帯数は９９，５７０世帯と

住宅総数が世帯数を上回っています。世帯当たり住宅総数は、平成３０年時点でも１，１

倍となっており、住宅供給過多の状況は続いています（図表６）。 

（図表６）茅ヶ崎市の住宅総数と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住宅・土地統計調査（平成 5 年から平成 30 年） 

 

（２）茅ヶ崎市の世帯主の年齢別における住宅の種類 

本市の世帯主の年齢別における住宅の種類をみると、３５歳以上の世帯ではどの区分も

一戸建て住宅の割合が高くなっており、特に６５歳以上では、世帯数も多く、一戸建て住

宅の占める割合も多くなっています（図表７）。 

（図表７）茅ヶ崎市の世帯主の年齢別における住宅の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 30 年住宅・土地統計調査 
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（３）茅ヶ崎市における世帯主の年齢別状況 

本市の世帯主の年齢別状況をみると、世帯主の年齢が６５歳以上の割合が一番高くなっ

ており、全体の４０％を占めています（図表８）。 

（図表８）茅ヶ崎市における世帯主の年齢別状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 30 年住宅・土地統計調査 

 

（４）茅ヶ崎市の６５歳以上の単身世帯・夫婦ともに６５歳以上の世帯の推移 

本市の６５歳以上の単身世帯及び夫婦ともに６５歳以上の世帯をみると平成３０年時点

で、６５歳以上の単身世帯は５，５３０世帯、夫婦ともに６５歳以上の世帯は１１，５３

０世帯となっており、ともに増加傾向に推移しています（図表９）。 

（図表９）茅ヶ崎市の６５歳以上の単身世帯・夫婦ともに６５歳以上の世帯の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住宅・土地統計調査（平成15年から平成30年） 
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（５）神奈川県内市町における空き家率 

住宅・土地統計調査で内訳が確認できる神奈川県２７市町の空き家率をみると一番高い

自治体は、湯河原町３３．４％、次いで三浦市２１．９％となっており、本市の空き家率

は８．５％です（図表１０）。 

（図表１０）神奈川県内の空き家率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成30年住宅・土地統計調査 

 

（６）茅ヶ崎市の空き家の推移 

本市の空き家の推移状況をみると、空き家率は平成１５年以降、８．５％を超えて推移

しています（図表１１）。 

（図表１１）茅ヶ崎市の空き家総数と空き家率 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住宅・土地統計調査（平成15年から平成30年） 

 

※平成２５年住宅・土地統計調査では、浜見平団地が調査対象として抽出されており、建

替による一時的な空き室も含まれています。 
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（７）茅ヶ崎市の空き家状況の推移 

本市の空き家状況をみると主に「賃貸用の住宅」と「その他の住宅」がほとんどを占め

ており、平成３０年時点では賃貸用の住宅が６１．４％（５，７００戸）、その他の住宅

が２９．７％（２，７６０戸）となっています（図表１２）。 

（図表１２）茅ヶ崎市の空き家状況の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住宅・土地統計調査（平成15年から平成30年） 
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（８）茅ヶ崎市の空き家の建て方と種類 

本市の平成３０年時点における一戸建て住宅の空き家をみると「その他の住宅」の占め

る割合が６９．５％（１，７１０戸）と最も高く、住宅の利活用を考えていない可能性の

ある空き家が約７割あることがわかります。（図表１３）。 

（図表１３）茅ヶ崎市の一戸建て住宅の空き家の状況 
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資料：平成30年住宅・土地統計調査 

 

また、長屋・共同住宅の空き家をみると「賃貸用の住宅」が７７．８％（５，３００

戸）であるのに対し、「売却用の住宅」は１．８％（１２０戸）と低い状況であることが

わかります（図表１４）。 

（図表１４）茅ヶ崎市の長屋・共同住宅の空き家状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成30年住宅・土地統計調査 
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（９）茅ヶ崎市の空き家の腐朽・破損状況 

本市の平成３０年時点における空き家の腐朽・破損状況をみると１，５３０戸に不具合

があるとされています（図表１５）。 

一戸建て住宅は「賃貸用の住宅」における不具合が４７．５％（１９０戸）と最も高

く、次いで「その他の住宅」３２．２％（５５０戸）となっています。また、長屋・共同

住宅でも「賃貸用の住宅」が最も高く１２．５％（６６０戸）、次いで「その他の住宅」

７．６％（８０戸）となっています（図表１６）。 

（図表１５）茅ヶ崎市の空き家の状況 

資料：平成 30 年住宅・土地統計調査 
 

（図表１６）茅ヶ崎市の住宅種別における空き家のうち腐朽・破損のある割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成30年住宅・土地統計調査 
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【参考】各調査に関する比較及び利用について 

 

 住宅・土地統計調査 空き家実態調査 

調査機関 総務省 茅ヶ崎市 

調査年 平成３０年度 令和元年度 

空き家数 ９,２７０戸 １，５７５戸（想定） 

建物総数 １０９,５５０戸 ５７,５９６戸 

空き家率 ８.５％ ２．７％ 

各
調
査
の
特
徴 

概
要 

・全国一斉に行われる抽出調査に

よる統計調査の一種です。全国で

同じ条件で調査しているため、他

自治体や全国平均などと比較しや

すい指標となります。 

・市独自の調査です。対象を抽出し、現

地調査及び所有者アンケート調査を行

っています。 

 

対
象 

・一戸建の住宅やアパートのよう

に完全に区画された建物の一部

で、一つの世帯が独立して家庭生

活を営むことができるように建築

又は改造されたものを対象として

います。 

※会社等の寮や旅館、宿泊所、工

場、作業場、事務所など住宅以外

の建物も普段人が居住している場

合は対象となります。 

・一戸建て住宅を対象としています。 

※共同住宅、店舗・事務所専用、工場等

は対象外です。 

空
き
家 

・二次的住宅，賃貸用の住宅，売

却用の住宅及びその他の住宅 

※ 空き家になってから１年未満

の建物も含まれます。 

※ 共同住宅の空き室を一室単位

で含んでいます。また、入居前の

新築住宅や建築中の住宅であって

も戸締りができる程度になってい

る場合は、内装が完了していなく

ても空き家に含まれています。 

・平成 27 年度茅ヶ崎市空き家実態調

査の結果を基にしたシステムデータを

地域等からの情報提供や除却等により

市職員が更新した情報や、平成 30 年度

の水道閉栓情報及び使用料 2 ㎥以下の

情報を基に抽出しています。 

※共同住宅、新築売家等は対象外です。 

本改定作業 

での利用 

・他市や過去との比較、高齢化な

ど今後予測される課題への対応の

検討を行います。 

・現状の課題や現段階のニーズなど、

実態に合った検討を行います。 


